
①消費生活相談
消費生活に係る相談及び苦情に対応するため，消費生活

相談員５名を置き，相談業務を行っている。

●平成30年度相談件数 4,435件 (H30度上半期:2413件）

●令和元年度上半期相談件数 1,902件 ※別冊資料参照

平成30年度及び令和元年度

取 組 状 況 に つ い て

資料１
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②啓発
≪出前講座≫

【消費生活出前講座】

各地域の集会等に職員を派遣し，悪質商法の手
口や相談事例，被害に遭わないための心得などを
説明し，ロールプレイング等の体験を通して 消費
者力を高め，自立した賢い消費者の育成を図る。

●平成30年度の実績

96回開催，受講者数3,445名
●令和元年度の状況（R1年12月末現在）
93回開催，受講者数3,183名

【計量出前講座】
小学生に，「はかること」について興味，関心を
もってもらうことを目的として，毎年夏休みに計量
出前講座開催。

●平成30年度の実績

18回開催，受講者数501名
●令和元年度の実績
13回開催，受講者数315名 はかること教室の様子

出前講座の様子
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SDGs未来都市推進事業 未来わくわくフェスタ ～お買いものからはじまるＳＤＧｓ～

日時：令和元年８月１９日（月）・２０日（火） （平成３０年８月２２日（水）・２３日（木））
会場：イオンモール岡山 1階未来スクエア
趣旨：多くの市民が集う大型商業施設において、「持続可能な消費と生産」をテーマに、ステージイベントやワークショップ、参加型

ラリー等を通じて、市民等に、日々の買い物など身近な暮らしと持続可能な社会づくりの繋がりについての理解を深めていた
だき、新たな気づきや実践活動に繋げてくことを目指すもの。

主催：岡山市（ESD推進課、消費生活センター）、岡山ESD推進協議会

ESDわくわく体験ツアー
～買い物から考えよう！私の暮らしと世界のつながり～
内容：イオンスタイル1階の食品売り場などをめぐって、商品につ
いているマークをもとに、人や地球にやさしい商品を探すツアー。
参加者には記念品をプレゼント。
講師：就実短期大学生活実践科学科講師小田奈緒美さん

イオンスタイル岡山 荻野陽子さん
参加人数：15名※小学生以下 （8月19日実施）

未来との約束！お買いものクイズラリー

ルール：イオンモール岡山の１階～5階に設置されたSDGｓの
クイズに答える。10箇所設置。8問以上の正解で、
賞品をプレゼント。

参 加：19日80名、20日100名

未来わくわくスタンプラリー
～ＳＤＧｓの目標マークをさがそう～

ルール：未来スクエア内に設置されたSDGsのスタンプを７個
集めると、賞品をプレゼント。

参 加：19日170名、20日210名

【市民協働局市民協働部 ESD推進課との連携】

≪関係機関・庁内連携≫
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4

★エシカル消費の普及啓発
日々の買い物が世界を変える「エシカル消費」について啓発）

エシカル消費啓発パネル

わくわく体験ツアー



・ファジアーノ岡山「岡山市サンクスマッチ」 ・・・・・・・・・・・スポーツ振興課

（クイズ、チラシの配布）

・岡山シーガルズ「岡山市民デー」 ・・・・・・・・・・・スポーツ振興課

（クイズ、チラシの配布）

・成人式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・地域子育て支援課

（消費者力クイズを実施し、新成人に啓発品・チラシを配布）

・わくわく子どもまつり ・・・・・・・・・・・地域子育て支援課、教育委員会、・・他

（エコランプづくり及びクイズの実施）

5

ファジアーノ岡山「岡山市サンクスマッチ」
でのクイズの様子

成人式での啓発の様子 エコランプづくりの様子

【その他の庁内連携】



6成人式で実施したクイズ 岡山シーガルズ「岡山市民デー」で実施したクイズ

★イベント会場での消費者力クイズの実施
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特
に
若
者

成
人
一
般

特
に
高
齢
者

様々
な
気
づ
き
の
体
験

を
通
じ
て
、
家
族
や
身
の

回
り
の
物
事
に
関
心
を

も
ち
、
そ
れ
を
取
り
入
れ

る
時
期

主
体
的
な
行
動
、
社
会

や
環
境
へ
の
興
味
を
通

し
て
、
消
費
者
と
し
て
の

素
地
の
形
成
が
望
ま
れ

る
次
期

行
動
の
範
囲
が
広
が

り
、
権
利
と
責
任
を
理
解

し
、
ト
ラ
ブ
ル
解
決
方
法

の
理
解
が
望
ま
れ
る
次

期

生
涯
を
見
通
し
た
生
活

の
管
理
や
計
画
の
重
要

性
、
社
会
的
責
任
を
理

解
し
、
主
体
的
な
判
断

が
望
ま
れ
る
時
期

生
活
に
お
い
て
自
立
を

進
め
、
消
費
生
活
の
ス

タ
イ
ル
や
価
値
観
を
確

立
し
自
ら
の
行
動
を
始

め
る
時
期

精
神
的
、
経
済
的
に
自

立
し
、
消
費
者
市
民
社

会
の
構
築
に
、
様々
な

人々
と
協
働
し
取
り
組
む

時
期

周
囲
の
支
援
を
受
け
つ

つ
も
人
生
で
の
豊
富
な

経
験
や
知
識
を
消
費
者

市
民
社
会
構
築
に
活
か

す
時
期

市
民
協
働
局
市
民
協

働
企
画
総
務
課

環
境
局
環
境
保
全
課

環
境
局
環
境
事
業
課

教
育
委
員
会
事
務
局

保
健
体
育
課

消
費
者
教
育
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
に
よ
る
取
組
　
庁
内
関
係
課
（
重
点
領
域
別
）

（
平
成
3
0
年
度
実
施
分
）

【
消
費
者
市
民
社
会
の
構
築
】

対
象
領
域
：
消
費
が
持
つ
影
響
力
の
理
解
、
持
続
可
能
な
消
費
の
実
践
、
消
費
者
の
参
画
・
協
働

①
消
費
者
市
民
社
会
の
構
築
に
関
す
る
も
の
取
組

成
人
期

幼
児
期

小
学
生
期

中
学
生
期

高
校
生
期

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
事
務
局

中
央
公
民
館

消
費
が
持
つ
影
響
力
の
理
解

消
費
者
の
参
画
・協
働

持
続
可
能
な
消
費
の
実
践

各
期
の

特
徴

市
関

W
S＝
「ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
示
す

フ
ー
ド
バ
ン
ク
（講
義
・
W

S）

消
費
生
活
出
前

消
費
生
活
出
前
講

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
活
研
究
協
議
会
と
の
連
携

消
費
生
活
研
究
協
議
会
と
の
連
携

消
費
生
活
研
究
協
議
会
と
の
連
携

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

グ
リ
ー
ン
購
入
の
促
進

ご
み
ゼ
ロ
啓
発
、
食
品
ロ
ス
削
減
、
環
境
ご
み
ス
ク
ー
ル
等

（
出
前
講
座
）

ご
み
ゼ
ロ
啓
発
、
食
品
ロ
ス

削
減
、
環
境
ご
み
ス
ク
ー
ル

等
（
出
前
講
座
）

旬
の
食
材
の
良
さ
を
知

ら
せ
、
進
ん
で
食
べ
る

こ
と
を
促
進

地
産
地
消
の
理
解
普

及
、
地
場
産
物
の
消
費

推
奨

地
域
応
援
人
づ
く
り
講
座

で
き
る
！
楽
し
い
！
エ
コ
ラ
イ
フ
（講
義
・
W

S）

身
近
な
も
の
を
リ
サ
イ
ク
ル
（講
義
・

W
S）

お
も
ち
ゃ
の
病
院
（
W

S）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子
ど
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（W

S
）

ご
み
ゼ
ロ
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
W

S）

食
品
ロ
ス
と
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
（
講
義
・
W

S）

〝
食
品
ロ
ス
”削
減
の
た
め
の
調
理
実
習
（
講

義
・
W

S）

ご
み
の
未
来
を
見
に

い
こ
う
（子
ど
も
の
消
費
者

教
育

W
S
）

は
じ
め
よ
う
フ
ー
ド
・ド
ラ
イ
ブ
活
動
（講

義
・
W

S）

フ
ー
ド
・バ
ン
ク
お
し
ゃ
べ
り
会
あ
る
も
ん

d
e食

事
会
（
W

S）

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
作
ろ
う
～

家
庭
で
で
き
る
生
ご
み
減
量

&
リ
サ
イ

ク
ル
～
（
W

S）

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ

て
作
る
カ
メ
ラ
（

W
S）

使
用
済
み
て
ん
ぷ

ら
油
で
石
鹸
を
つ
く

ろ
う
（
W

S）

環
境
学
習
連
続
講
座
～
食
品
包
装
で
出
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
環
境
へ

の
影
響
に
つ
い
て
等
（
講
義
・
W

S）

食
器
・お
も
ち
ゃ
・子
と
も
服
・本
・苗
の
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
（
W

S）

こ
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
（
（講
義
・

W
S）

サ
ル
ベ
ー
ジ
・パ
ー
テ
ィ
っ
て
な
あ

に
？
（講
義
・
W

S
）
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特
に
若
者

成
人
一
般

特
に
高
齢
者

様
々
な
気
づ
き
の
体
験

を
通
じ
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、
家
族
や
身
の

回
り
の
物
事
に
関
心
を

も
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、
そ
れ
を
取
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れ
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時
期
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体
的
な
行
動
、
社
会

や
環
境
へ
の
興
味
を
通

し
て
、
消
費
者
と
し
て
の

素
地
の
形
成
が
望
ま
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る
次
期

行
動
の
範
囲
が
広
が

り
、
権
利
と
責
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を
理
解

し
、
ト
ラ
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ル
解
決
方
法

の
理
解
が
望
ま
れ
る
次

期

生
涯
を
見
通
し
た
生
活

の
管
理
や
計
画
の
重
要

性
、
社
会
的
責
任
を
理

解
し
、
主
体
的
な
判
断
が

望
ま
れ
る
時
期

生
活
に
お
い
て
自
立
を

進
め
、
消
費
生
活
の
ス
タ

イ
ル
や
価
値
観
を
確
立

し
自
ら
の
行
動
を
始
め
る

時
期

精
神
的
、
経
済
的
に
自

立
し
、
消
費
者
市
民
社

会
の
構
築
に
、
様
々
な

人
々
と
協
働
し
取
り
組
む

時
期

周
囲
の
支
援
を
受
け
つ

つ
も
人
生
で
の
豊
富
な

経
験
や
知
識
を
消
費
者

市
民
社
会
構
築
に
活
か

す
時
期

市
民
生
活
局
生
活
安

全
課

保
健
福
祉
局
福
祉
援

護
課

保
健
福
祉
局
保
健
管

理
課

岡
山
っ
子
育
成
局
地

域
子
育
て
支
援
課

消
防
局
予
防
課

教
育
委
員
会
事
務
局

中
央
図
書
館

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ

シ消
費
生
活
に
関
す
る

講
演
会Ｌ
ＩＮ
Ｅ
＠

中
学
生
期

高
校
生
期

成
人
期

【商
品
等
の
安
全
】

対
象
領
域
：商
品
安
全
の
理
解
と
危
険
を
回
避
す
る
能
力
、
ト
ラ
ブ
ル
対
応
能
力

②
商
品
等
の
安
全
に
関
す
る
取
組

幼
児
期

小
学
生
期

教
育
委
員
会
事
務
局

中
央
公
民
館

商
品
安
全
の
理
解
と
危
険
を
回
避
す
る
能
力

ト
ラ
ブ
ル
対
応
能
力

各
期
の

特
徴

市
関
連

W
S＝
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
示
す

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

LIN
E
＠

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

L
IN

E
@

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

交
通
安
全
教
室
の
開
催

地
域
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
を
対
象
と
し
た

防
犯
講
座
の
開
催

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
支
援
、
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
支
援

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
情
報

を
含
ん
だ

2
0歳
の
パ
ス
ポ
ー

ト
を
制
作
し
、
新
成
人
の
集

い
の
案
内
状
に
同
封
し
広
報

消
火
器
等
の
悪
質
訪
問
販
売
事
例
、
製
品
の
不
具
合
に
よ
る
出
火
事
例
の
広
報

消
火
器
等
の
悪
質
訪
問
販
売
事
例
、
製
品
の
不
具
合
に
よ
る
出
火
事
例
の
広
報

消
費
者
月
間
に
お
け
る
関
係
図

書
の
展
示
（
「安
全
・
安
心
な
社

会
に
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
）

消
費
者
月
間
に
お
け
る
関

係
図
書
の
展
示
（
「
安
全
・

安
心
な
社
会
に
」を
テ
ー
マ

と
し
て

食
中
毒
予
防
啓
発
パ
ネ
ル
展

・
夏
休
み
食
品
工
場

見
学
ツ
ア
ー

・夏
休
み
親
子
市
場

勉
強
会

・夏
休
み
食
品
工
場
見
学

ツ
ア
ー

・わ
く
わ
く
子
ど
も
ま
つ
り

で
食
の
安
全
に
関
す
る
パ

ネ
ル
、
ク
イ
ズ

&
体
験
コ
ー

ナ
ー
の
ブ
ー
ス
出
展

・
3歳
児
検
診
に
お
け
る
肉

の
生
肉
注
意
喚
起
チ
ラ
シ

配
布
・夏
休
み
親
子
市
場
勉
強

会

わ
く
わ
く
子
ど
も
ま
つ
り
で
食
の
安
全
に
関
す
る
パ

ネ
ル
、
ク
イ
ズ

&
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ブ
ー
ス
出
展

年
金
に
つ
い
て
（
講
義
）

資
産
運
用
と
消
費
者
保
護
～
大
人
の
た
め
の

お
金
と
生
活
の
知
恵
～
（
講
義
・
W

S）

悪
質
商
法
の
被

害
に
あ
わ
な
い

た
め
に
（講
義
）

振
り
込
め
詐

欺
の
現
状
と
対

策
（講
義
）

高
齢
者
の
交
通
安
全
教
室

（W
S）
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期

保
健
福
祉
局
福
祉
援

護
課

保
健
所
健
康
づ
く
り

課岡
山
っ
子
育
成
局
地

域
子
育
て
支
援
課

消
防
局
予
防
課

教
育
委
員
会
事
務
局

中
央
図
書
館

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

③
生
活
の
管
理
と
契
約
に
関
す
る
取
組

幼
児
期

小
学
生
期

中
学
生
期

高
校
生
期

成
人
期

教
育
委
員
会
事
務
局

中
央
公
民
館

【
生
活
の
管
理
と
契
約
】

対
象
領
域
：
「
ト
ラ
ブ
ル
対
応
能
力
」
「選
択
し
、
契
約
す
る
こ
と
へ
の
理
解
と
考
え
る
態
度
」
「生
活
を
設
計
・
管
理
す
る
能
力
」

選
択
し
、
契
約
す
る
こ
と
へ
の
理
解
と
考
え
る
態
度

各
期
の

特
徴

市
関

W
S＝
「ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
示
す

ト
ラ
ブ
ル
対
応
能
力

生
活
を
設
計
・管
理
す
る
能
力

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
出
前
講
座

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

L
IN

E
@

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

消
費
生
活
に
関
す
る
講
演
会

L
IN

E
@

LIN
E＠

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
活
出
前
講

消
費
生
出
前
講
座

民
生
委
員
・児
童
委
員
活
動
支
援
、
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
支
援

元
気
が
出
る
会
で
の
、

悪
質
商
法
、
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
な
ど
の
情
報

提
供

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
支
援
、
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
支
援

民
生
委
員
・児
童
委
員
活
動
支
援
、
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
支
援

成
年
後
見
制
度
利
用
支

援

消
火
器
等
の
悪
質
訪
問
販
売
事
例
、
製
品
の
不
具
合
に
よ
る
出
荷
事
例
の
広
報

消
費
者
月
間
に
お
け

る
関
係
図
書
の
展
示

（
「
安
全
・安
心
な
社
会

に
」を
テ
ー
マ
と
し
て

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
情
報

を
含
ん
だ

20
歳
の
パ
ス
ポ
ー

ト
を
制
作
し
、
新
成
人
の
集

い
の
案
内
状
に
同
封
し
広
報

消
火
器
等
の
悪
質
訪
問
販
売
事
例
、
製
品
の
不
具
合
に
よ
る
出
火
事
例
の
広
報

シ
ル
バ
ー
世
代
の
生
活
設

計
（
講
義
・
W

S
）

最
近
の
終
活
事
情
葬

儀
・
お
墓
、
相
続
、
遺
言

（
講
義
・

W
S
）

賢
い
お
金
の
使
い
方
・
残
し
方
（
講
義
・
W

S
）

成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
（
講
義
）

知
っ
て
役
立
つ
医
療
福

祉
制
度
（
講
義
）

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
カ
カ
オ
豆
の
あ
れ
こ
れ
（
講
義
・
W

S
）

介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
目
的
に

適
し
た
福
祉
施
設
の
選
び
方
（
講
義
・
W

S
）
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特
に
若
者

成
人
一
般

特
に
高
齢
者

様々
な
気
づ
き
の
体
験

を
通
じ
て
、
家
族
や
身
の

回
り
の
物
事
に
関
心
を

も
ち
、
そ
れ
を
取
り
入
れ

る
時
期

主
体
的
な
行
動
、
社
会

や
環
境
へ
の
興
味
を
通

し
て
、
消
費
者
と
し
て
の

素
地
の
形
成
が
望
ま
れ

る
次
期

行
動
の
範
囲
が
広
が

り
、
権
利
と
責
任
を
理
解

し
、
ト
ラ
ブ
ル
解
決
方
法

の
理
解
が
望
ま
れ
る
次

期

生
涯
を
見
通
し
た
生
活

の
管
理
や
計
画
の
重
要

性
、
社
会
的
責
任
を
理

解
し
、
主
体
的
な
判
断

が
望
ま
れ
る
時
期

生
活
に
お
い
て
自
立
を

進
め
、
消
費
生
活
の
ス

タ
イ
ル
や
価
値
観
を
確

立
し
自
ら
の
行
動
を
始

め
る
時
期

精
神
的
、
経
済
的
に
自

立
し
、
消
費
者
市
民
社

会
の
構
築
に
、
様々
な

人々
と
協
働
し
取
り
組
む

時
期

周
囲
の
支
援
を
受
け
つ

つ
も
人
生
で
の
豊
富
な

経
験
や
知
識
を
消
費
者

市
民
社
会
構
築
に
活
か

す
時
期

危
機
管
理
室

市
長
公
室
広
報
広
聴

課保
健
福
祉
局
高
齢
者

福
祉
課

保
健
所
健
康
づ
く
り

課保
健
福
祉
局
保
健
管

理
課

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ

シ

Ｌ
ＩＮ
Ｅ
＠

成
人
期

【情
報
と
メ
デ
ィ
ア
】

対
象
領
域
：「
情
報
収
集
・処
理
・発
信
能
力
」
「情
報
社
会
の
ル
ー
ル
や
情
報
モ
ラ
ル
の
理
解
」「
消
費
生
活
情
報
に
対
す
る
批
判
的
思
考
力
」

●
庁
内
関
係
課
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
以
外
）

④
情
報
と
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
取
組

幼
児
期

小
学
生
期

教
育
委
員
会
事
務
局

中
央
公
民
館

中
学
生
期

高
校
生
期

情
報
社
会
の
ル
ー
ル
や
情
報
モ
ラ
ル
の
理
解

各
期
の

特
徴

市
関

W
S
＝
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
示
す

情
報
収
集
・
処
理
・
発
信
能

消
費
生
活
情
報
に
対
す
る
批
判
的
思
考

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
活
出
前
講
座

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
生
活
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

消
費
生
活
啓
発
チ
ラ
シ

LIN
E

@

L
IN

E
@

L
IN

E
@

防
災
訓
練
（
出
前
講
座
）
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
学
校

各
種
広
報
ツ
ー
ル
（
広
報
紙
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
活
用
し
た
普
及
・
啓
発

各
種
広
報
ツ
ー
ル
（
広
報
紙
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
活
用
し
た
普
及
・
啓
発

各
種
広
報
ツ
ー
ル
（
広
報
紙
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
活
用
し
た
普
及
・
啓
発栄
養
教
室
で
の
食
品

表
示
に
関
す
る
知
識

の
普
及
啓
発
の
実
施

「
軽
い
塩
加
減
（減
塩
）
な

の
に
お
い
し
い
」
＝
「
か
る

う
ま
減
塩
」
の
普
及
啓
発

防
災
・
減
災
に
つ
な
が
る

高
齢
者
の
避
難
と
老
人
ク

ラ
ブ
の
役
割
（
講
話
）

時
事
解
説
（講
義
・
W

S）、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

（
W

S）

岡
山
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
中
学
部
販
売
学
習
（
W

S）

岡
山
市
の
ご
み
処
理
の
現
状
に
つ
い
て
（講
義
・
W

S）

こ
こ
が
変
わ
っ
た
介
護
保

険
制
度
（
講
義
・
W

S）
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岡山理科大学経営学部
≪学生のテーマ（講義のねらい）≫

・エシカル消費志向経営を岡山市にどう根付かせる
のか？

・フェアトレード商品を岡山市で普及し、根付かせ
るための方策

〇岡山市のエシカル消費の取り組みの紹介
（ＥＳＤ推進課と消費生活センターが説明）

消費生活センターとしての取組
・キッズタウンSHUJITSU2019実行委員会の委員として参加
・庁内関係課（ESD推進課、教育委員会、選挙管理委員会、
等）と連携
・「消費生活センター」ブース設置
・事業を後援
・ボランティア学生への講義 （消費生活センターの仕事）
・保護者対象のエシカル消費教室

（椙山女子学園大学 教授：東 珠実）

キッズタウンSHUJITSU2019について

・実施主体は就実短期大学の消費者教育推
進サークル「ＳＣＯ同好会」

【就実短期大学との連携】

【岡山理科大学との連携】
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消費者のつどいをはじめとする消費生活に係わる講演会，「メールマガジン消費生活
情報おかやま」、ＬＩＮＥ＠（平成30年1月から）の配信，65歳以上の高齢者を対象とした
悪質商法撃退シールの配布などによる消費者啓発，イベントの実施による「消費生活
センター」の周知・広報を実施。

事 業 名 事 業 内 容 受講者

消費者のつどい 目からウロコ☆の洗濯術♪ 82人

消費者大学①
平成30年7月豪雨に学ぶ,防災と災害時の消
費者トラブル

31人

消費者大学②
戸建住宅に必要な知識
～今の住まいが住み継がれたら嬉しいな～

47人

消費生活講演会
食の安全情報、ウソ、ホント
～添加物、トランス脂肪酸、輸入食品につ
いて～

101人

メールマガジン消費生活情報おかや
ま

32回配信

ＬＩＮＥ＠「岡山市消費生活セン
ター」

32回配信

悪質商法撃退シール等 出前講座、シルバーカード交付時に同封

消費生活展
わくわく子どもまつりの会場（岡山ドー
ム）で、消費生活のパネル展や啓発チラシ
の配布

③講演会等

●平成30年度実績

13

LINE＠案内チラシ

悪質商法撃退シール



事 業 内 容 受講者

消費者のつどい
はじめましてエシカル消費！～私た
ちの買い物で世界や未来が変わる～
（エシカル講演会）

59人

消費者大学
消費税増税でどう変わる！？私たち
の暮らし
～正しく学んで賢い選択～

69人

消費生活講演会（令和2年2月18
日実施予定）

時短・安全・美味しいを叶える冷凍
食品の魅力と使い方

メールマガジン消費生活情報おか
やま

27回配信(令和2年1月末現在)

ＬＩＮＥ公式アカウント「岡山市
消費生活センター」

27回配信(令和2年1月末現在)

悪質商法撃退シール等
出前講座、シルバーカード交付時に
同封

消費生活展

わくわく子どもまつりの会場（岡山
ドーム）で、消費生活のパネル展や
啓発チラシを配布し、クイズを実施
した

●令和元年度の状況

14

消費生活講演会案内チラシ



④消費者トラブルやエシカル消費の啓発グッズ作成

15

啓発チラシ エシカル啓発用クリアファイル

風呂敷

メモ帳

ボールペン

ボールペン

電話相談のための
クリアファイルエコマーク付きトートバッグ



消費者教育の効果的な推進及び連携強化を図り,社会の消費者力の向上に
つなげるため,それぞれの場の特性に配慮した消費者教育の研修プログラムの
構築や講師を担うことができ,将来,地域のつなぎ役として主体的に活躍できる人
材の育成を図る。

事 業 名 平 成 30 年 度 令 和 元 年 度

学校教員向け研修会
小中学校教員向け研修会、

幼保こども園園長会での広報
小中学校教員向け研修会、

幼保こども園園長向け研修会

公民館職員向け研修会
社会教育主事、地域担当職員

向け研修会
地域担当職員向け研修会

市民向け講習会①
（消費生活マイスター講座）

6回の連続講座
6回の連続講座

(令和2年1月17日
～2月21日)

市民向け講習会②
（レベルアップコース）

マイスター講座
修了者向け講座

マイスター講座
修了者向け講座

(令和2年2月26日実施予定)

事業者向け・市民向け消費者
志向経営普及啓発講座

事業者向け、市民向け1回ずつ
令和2年2月5日実施、

2月18日実施予定

16

⑤消費者教育担い手育成事業



【市内の市立及び私立の子幼保園の園長会で広報】                    

〇幼児期の消費者教育推進の依頼  （消費者教育の紹介および推進お願いおよび教材の活用（県作成）お願い） 

４月１８日私立幼稚園長会 ２０日 市立保育園長会 ２３日 私立保育園長会 ２５日 市立子ども園・幼稚園長会 

 

【教員対象研修会（小学校・中学校）（岡山市教育委員会と共催】 

  〇教員研修会 ［小学校の部］８月６日 講師 県コーディネーター    矢吹香月 参加者 教員（８７名） 

         ［中学校の部］８月３日 講師 文科省コーディネーター  荒木武文 参加者 総合的な学習及び特活担当教員（３３名） 

 

【小学校教育研究会への支援：講師派遣】   

  〇家庭科研修会 ８月２９日「小学校家庭科で育成する消費生活の資質・能力」 

講師：消費者教育支援センター 総括主任研究員 柿野成美  参加者 家庭科担当小学校教諭（約４０名） 

 

【中学校教育研究会への支援：講師派遣】 

  〇技術・家庭科 ７月３１日「消費と環境の学習」について 講師 佐賀大学大学院教授    岡 陽子  

  （家庭科部会）  講師 横浜市立領家中学校副校長 葛川幸恵     参加者 岡山市中学校技術・家庭科教員 （約３０名） 

 

【青少年育成協議会等（中学校・高等学校）】 

  〇中高生徒指導連絡協議会（６月、１０月） 教材・出前授業の紹介。参加者：約１００名（市内中・高等学校より各２名の先生） 

 

【学校への教材提供・出前授業】 

  〇資料提供    岡山南校     「社会への扉」２５０冊（家庭科授業）「指導書」４冊（教師用） 

※ 〇補助教材の提供 古都小学校  【「ぼくもわたしも消費者」若しくは「小学生も消費者」（家庭科での授業）】 

※ 〇出前授業    岡山市立古都小学校（６年生の授業（ＴＴ）：食品表示について説明、エシカル消費）３月 １日（金） ３５名 大塚、末長  

※          ＫＴＣおおぞら高等学院（通信制）２・３年生対象（総合的な学習） 社会への扉    ２月２１日（木）  １９名 大塚、寺田 

             

【公民館との協働】 （研修課への講師派遣） 

１０月１６日 「公民館で消費者教育を行うには」 

講師 消費者教育支援センター 総括主任研究員 柿野成美   参加者 社会教育主事     （２５名） 

１１月２６日「公民館職員が知っておくべき著作権法の基礎知識とそのルール」 

講師 横浜国立大学成長戦略研究センター 客員教授 川瀬 真 参加者 地域担当職員等    （３６名） 

【公民館及び県アスエコとの協働】 「環境学習出前講座」 （エシカル教育） 

     ８月 ７日 大元公民館  児童２１名、保護者１５名  ８月２１日 瀬戸公民館  児童１７名 保護者１０名 

 

平成３０年度 
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学校・公民館 関係
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【小学校教育研究会（家庭科部）への支援：講師派遣】   

  〇研修会 

   日 時 令和元年８月２６日（月） 

場 所 岡山市操山公民館 

参加者 家庭科担当小学校教諭 （２３名） 

内 容 演題  

エシカル消費 ～私たちの行動が未来をつくる～」 

講師：消費者教育支援センター 

研修員 池垣 陽子（高校家庭科教員）           

 

 

 

【小・中学校教育研究会（技術・家庭科部）】 

  〇研修会 岡山市教育研究研修センター主催の 

夏季講座（家庭科の部）    

 

講 師 岡山市消費生活センター 

推進員 

 

内 容  消費者教育の概要 

（岡山市の消費者教育推進計画の取組み） 

  

参加者 小学校 ２８名  

中学校  ２名 
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【教員の研修会参加への支援】
教員を対象にした消費者教育推進講座
（国民生活センター講座）
１１月１日（金）、京都会場
参加者：後楽館高等学校 家庭科教員（１名）

本市教育委員会 指導課職員（１名）



【岡山市中学校教育研究会社会科の部】 

  〇社会科担当主任者会（６月）  

・協力依頼「学校における消費者教育推進」についての 

         参加者  ３２名（３９校中）                           

 

【学校への出前事業・教材提供等】 

  〇「社会への扉」および指導書の提供  

 岡山烏城高等学校（第３学年用として）   １２５冊 

岡山芳泉高等学校（第１学年用として）   ３２５冊 

 

  〇ビデオ教材の貸し出し 

岡山市立福浜中学校 （中学校 3 年生社会科の授業で視聴） 

「自紙した消費者になろう」 

「あなたが消費者トラブルにあったなら」 

 

  〇出前授業 ・キッズタウン  消費生活センターの仕事   対象 中学生、高校生ボランティア  ２５名   ７月６日（土） 

        ・カレッジ旭川荘 消費者トラブルにあわないために（ネット通販等、マルチ商法等） 

                               対象 １年生～３年生（18 才～21歳） ３０名 
 

【公民館との協働】 （研修課への講師派遣）参加者（４１名） 

  〇公民館地域担当職員の研修会 7 月 26 日（金）    出前講座として 講師：岡本相談員    

「高齢者の防犯（特殊詐欺、架空請求、訪問購入、クーリングオフ等）」 

 

  〇課題共有ワークショップへの参加  

課題：「2022 年成年年齢引き下げを前に 18 歳、19 歳での消費者被害の拡大を防ぐ」 

   主催：岡山市／ＥＳＤ・市民協同推進センター 

テーマ提案者：NPO 法人消費者ネットおかやま（赤澤佳世子さん） 

   参加者：就実短期大学、岡輝公民館、岡山南高等学校、岡山市消費生活センター 

 

【地域子育て】 「環境学習出前講座」 （エシカル教育） 中学生ボランティア２名 

  〇「わくわく子どもまつりｉｎ岡山ドーム」へ参加   １１月３日（日） 

・エコランプづくり（電一郎先生） 参加児童        70 名 

・こども消費者クイズ       参加者（大人を含む） 400 名  20
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公立保育園長・認定こども園長研修会「 姫路市立幼稚園の取り組み」 ５月１３日分（３２名）
～豊富中学校区：幼・小・中１１年間の取り組みを通して～ 講師：姫路市坊勢幼稚長 黒田 郁子

設問１ 研修内容はいかがでしたか。 ①満足：２５名 ②おおむね満足：７名 ③やや不満・不満：０名

設問２ 活用できそうですか。 ①おおいに活用：２１名 ②おおむね活用できる：１０名 ③難しい：１名

・ 保・幼・小・中の連携がとても大切。少しずつつながりを深めていきたい。
・ 子どもの発想を大切にすることが本来の保育と思った。
・ 物の売買だけでなく、普段の保育の中でも消費者教育につながることが分かった。保育士の意識が大切だと思った。
・ わかりやすい説明だったので、実際の保育の中で意識して取り組むことができると感じた。
・ 日頃より行っている保育が消費者教育につながっていることを知った。小学校、中学校、地域とつながっていきたい。
・ 「自分で考える」ことの大切さを理解し、保育に取り入れることで、子どもたちの将来を守ることができるようにしていきたい。
・ 保育とはあまり関係のないことと思っていたが、保育の中での大切な視点が消費者教育に含まれていると感じた。
・ 多様性の社会の中で生きていく力を身につけるために、保育の中でも、様々な視点を先生が意識することが大切だと学びました。
・ 「自分で考える」ことの大切さを理解し、保育に取り入れることで、子どもたちの将来を守ることができるようにしていきたい。
・ 多様性の社会の中で生きていく力を身につけるために、保育の中でも、様々な視点を先生が意識することが大切だと学びました。

小教研家庭科部会夏季研修会 「エシカル消費」～私たちの行動が未来をつくる～ ８月２6日
講師：埼玉県立高等学校教諭 池垣陽子 （２３名参加）

質問１エシカル消費という言葉を知っていましたか？ ①知らなかった：１９名 ②聞いたことがある：３名

質問２話の内容は聞いたことがありますか？ ①知らなかった：１３名 ②一部知っていた：７名 ③知っていた：２名

・
・ エシカル消費について気にしたことがなかったので大変勉強になった。

・ 初めて知ったことがほとんどで、大変勉強になった。授業に生かせそうです。大変良い研修だった。

・ 何となくしか分からなかったのが、今日の研修でよく分かった。 エシカル消費宣言をして取り組んでいきたい。

・ 消費者の立場から社会をよくしていこうという意識をもつ大切さや商品が私達の手に届くまでの過程を知って選んでいこうと思う。
・ 一人一人が行動することで、未来は変わると信じたい。子どもにも是非伝えたい。 「ハチドリのひとしずく」ですね。
２学期に向けて有意義な研修だった。

・ これから一つでもエシカル消費を実践したり、子ども達に広げていきたいと思う。 一番心に残った言葉は「消費者が社会を変える」こ
とができるということです。

・ とても興味深い内容で、子どもと一緒に考えたい。また、家庭科だけでなく、様々な領域で取り入れていける可能性を感じた。
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回 開講日 講座テーマ・内容 講 師 回 開講日 講座テーマ・内容 講 師

１
1月17日
(金）

・消費者問題の歴史と消費者行政

・商品サービスの品質と安全確保

弁護士

他
４

2月 7日
(金)

・消費生活のきほん④ 金融・保険の

ポイントとリスク

・消費生活のきほん⑤ 情報通信・

ネット・スマホを賢く使う

行政書士

他

２
1月24日
(金）

・消費者のための法律知識 契約の

「基礎」とトラブル解決

・消費生活のきほん① 科学的に食

品と健康を考える

弁護士

他
５

2月14日
(金)

・消費者教育に関する基礎知識

・グループ学習
NPO法人

３
1月31日
(金）

・消費生活のきほん② 社会保険と

福祉の基礎知識

・消費生活のきほん③ 広告の表示

のルールとチェックポイント

社会保険

労務士

他

６
2月21日
(金）

・グループ学習

・修了式
NPO法人

回 開催日 講座テーマ・内容 講 師

１ 2月26日（水）

・最新の消費者問題について

・消費者市民を育てる”こどものまち”
・地域サロン活動のご案内

弁護士

他

消費生活マイスター講座
ねらい
契約トラブルなど消費者問題の解決に必要な知識とそれを周りの
人に伝える手法を身に付ける連続講座

場 所 きらめきプラザ（北区南方二丁目）

対 象 マイスター講座：市内在住・在勤・在学で全６回参加できる人
レベルアップ講座：マイスター講座受講者のうち登録した人

時 間 １３：００～１６：３０

運 営 令和元年度：消費者ネットおかやま
（平成30年度：東京リーガルマインド）

マイスター講座

レベルアップ講座

（令和元年度の内容） 参加者２３名 ※（平成30年度の参加者33名）
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消費者志向経営推進事業公開講座
事業者の消費者志向経営を促進するため、将来、社会の課題解決を図る観点からの商品・サービ

スの開発・改善及び消費者教育を推進する担い手として主体的に活躍できる事業者を育成するため、

公開講座を行います。

対 象 市内の企業経営者、市内の金融機関関係者、その他SDGｓ、エシカル消費などのテーマに関心のある方

場 所 ハッシュタグシェアスペース（北区北長瀬表町二丁目）

時 間 １９：００～２１：００

運 営 岡山NPOセンター

【令和元年度】

開催日
講座テーマ・内

容 定員 講 師

２月５日

（水）

ネット販売・スー

パーにおける

SDGｓやエシカ
ル消費を取り入

れた経営とは

40名

・楽天株式会社

崎村 奏子さん

・株式会社R・B・K

金藤 純子さん

２月18日

（火）

アパレルにおけ

るSDGｓを取り入
れた経営とは

80名

・株式会社ジョンブル

菅野 伸哉さん

開催日
講座テーマ・内

容 参加者 講 師

２月１日

（金）

株式会社フェリシ

モに学ぶ消費者

志向のブランディ

ング

５７名 ・株式会社フェリシモ

吉川 公二さん

３月８日

（金）

顧客の満足と信

頼を獲得する消

費者志向の経営

学

20名

・サステナビリティ消

費者会議

古谷 由紀子さん

場 所 国際交流センター イベントホール

【平成３０年度】



➅ 事業者への指導

消費生活関連法又は計量法に基づき，消費者の適正な商
品選択・適正な計量の実施の確保等を担保するため，立入
検査等を行うとともに，事業者等への指導を行っている。

●平成30年度実績
・食品表示法(品質表示部分)に関する指導等 1件

・計量法
商品量目立入検査 25戸，
特定計量器（非自動はかり）の立入検査 28戸

店舗での商品量目立入り検査

●令和元年度の状況（令和元年12月末現在）
・食品表示法(品質表示部分)に関する指導等 0件

・計量法
商品量目立入検査 26戸，
特定計量器（非自動はかり）の立入検査 27戸
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事業者の指導（スーパーや食品加工業者）≪食品の安全と安心≫

名 称 いちごジャム

内容量 ３００ｇ

賞味期限 2020.01.01

原産国名 アメリカ

輸入者 〇〇〇〇株式会社

岡山県岡山市北区大供１丁目１－１

保存方法 直射日光を避け、常温で保存してください。

原材料名 いちご（アメリカ産）、糖類（砂糖、水あめ）ゲル

化剤（ペクチン：リンゴ由来）

食品表示法（品質事項）等に基づく事業者指導 （計量機器、食品の重さ、食品表示などの指導）
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